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『
広
報
た
か
は
ま
』
は
、
昭
和
29
年
待

望
の
ま
ち
の
情
報
源
と
し
て
誕
生
し
、
以

降
60
年
以
上
に
わ
た
り
、
市
は
『
広
報
た

か
は
ま
』
を
中
心
に
情
報
発
信
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、近
年
、市
民
の
皆
さ
ん
の
「
情

報
の
受
け
取
り
方
」
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
電
子
媒
体
の
普
及
率
は
、
市
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
導
入
し
た
20
年
前
か
ら
く

ら
べ
て
も
は
る
か
に
高
く
な
り
「
お
知
ら

せ
を
待
つ
」
の
で
は
な
く
「
知
り
た
い
情

報
は
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
る
」
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
実
施
す
る
「
市

民
意
識
調
査
」
の
結
果
か
ら
も
『
広
報
た

か
は
ま
』
も
読
む
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
ネ
ッ
ト
も
活
用
す
る
と
い
う
傾
向
が
読

み
取
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
市
で
も
こ
れ

か
ら
の
広
報
活
動
は
、
今
以
上
に
電
子
媒

体
に
比
重
を
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

昨
年
11
月
に
一
般
財
団
法
人
全
国
地
域

情
報
化
推
進
協
会
「
地
域
情
報
化
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
を
活
用
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
井
上
あ
い
子
氏
（※

１
）
よ
り
広

報
全
般
に
つ
い
て
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
い
か
に

発
信
す
る
か
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
発

信
の
セ
ン
ス
は
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
直

結
す
る
」
「
情
報
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
積

極
的
に
発
信
す
る
」
な
ど
の
着
眼
点
と
と

も
に
、
時
代
の
流
れ
に
則
し
た
情
報
発
信

が
必
要
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
て
、
広
報
活
動
全
般
を
見
直
す
「
高
浜

市
広
報
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
『
広
報
た
か
は
ま
』
の

ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
電
子
広
報
「
マ
チ
イ
ロ
」
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
へ
の
情

報
提
供
、
子
育
て
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

専
門
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
「
高
浜
市
広
報
戦

略
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
存
分
に
活
用

し
、
一
律
な
発
信
で
は
な
く
、
左
ペ
ー
ジ

の
図
の
よ
う
に
、
「
ど
な
た
に
向
け
た
発

信
が
必
要
な
情
報
か
」
「
こ
の
情
報
は
ど

ん
な
媒
体
で
発
信
し
た
ら
効
果
的
か
」
を

常
に
考
え
て
広
報
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
読
み
や
す
い
・
調
べ
や
す

い
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
と

め
ま
す
。

たかはまの広報のこれから

広
報
を
め
ぐ
る
変
化

「
高
浜
市
広
報
戦
略
」
策
定

（※

１
）
井
上
あ
い
子
氏
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
理
事

長
、
ａ
ｉ
株
式
会
社
代
表
取
締
役

２
０
０
６
年
ひ
ょ
う
ご
IT
新
戦
略
検
討
委
員
会

委
員
（
兵
庫
県
企
画
管
理
部
）
を
は
じ
め
２
０

１
３
年
か
ら
総
務
省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
な
ど
を
歴
任
。
総
務
省
の
地
域
情
報
化
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
動
は
養
父
市
、
朝
来
市
、
福
知
山

市
、
奈
良
県
吉
野
町
な
ど
多
数
。

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線365）

新年度に向け、時代に即した戦略的な広報活動のあり方を検討し「高浜
市広報戦略」を策定しました。情報を効果的に発信することができるよう、
たかはまの広報のこれからを見直します。
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特集／たかはまの広報のこれから

「高浜市広報戦略」でめざす

今後の広報活動の姿
時代の変化に合わせて媒体を取捨選択
したり、何を中心的な手段にするかを
見直す必要があります。

【現状】

【新年度から 案】

・媒体の特性にあわせて情報
内容を割り振る
・新システムを導入し総情報量の拡大を図る
・『広報たかはま』は月１回発行で内容を充実

「何を知らせたいか」「おもにどんな方に知
らせたいか」を考え、どんな媒体が適してい
るか選択し、組み合わせも考えて情報を積極
的に発信します。　

強化

総情報量は
拡大させ
発信手段は
紙からネットへ

新聞、テレビ、情報誌など

個別のポータルサイトなど

チラシの配布、回覧など

広報たかはま
「お知らせ型　先行情報」

◆紙媒体が適した記事
◆広報をよく読む世代に向けた記事
◆特集、連載など読み物的な記事

市公式フェイスブック
「クチコミのような広がり効果」

◆仲間同士の情報交換のような魅力
を活用する。
◆広く素早く拡散する。市公式ホームページ

「高浜市の総合的な事典」
＆「災害時の情報源」

◆市の基本事項や理念を常に示すプラ
ットホームとする。

◆市の「セールスポイント」を
検索しやすくする。

◆災害時の「地元情報」を素早
くお知らせする。

市の今を伝え
知りたいことに
応えるものに

マチイロ
「プッシュ型
電子広報誌」

※アプリで登録

いいね！
などの反
応や参加
感

市民記者
との連携

読み手に
気づきを与え、
手元で１か月間
使えるものに

市内外へ
発信

媒体の特性をいかして発信する

月１回

月２回

進行形の
情報で「今」を
伝える。
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